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アルカリ性水溶液中(pH 8.5, 10.0)におけるパラジウム(Pd)の溶解度に及ぼすイソサッカリン酸(ISA)濃度の

影響を，溶解度実験によって調査した。Pd 濃度は，ISA 濃度の増大に伴い上昇する傾向を示した。本実験で

取得した溶解度の結果より，平衡定数の算出を試みた。 
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1. 緒言 

TRU 廃棄物処分の性能評価では，セルロースの分解生成物であるイソサッカリン酸(ISA)と放射性核種との

錯生成により，溶解度の増大やバリア材に対する収着分配係数の低下など，バリア材中での放射性核種の移

行を促進する可能性が懸念されている。これまでアクチニド元素を中心に，その錯生成の影響に関するデー

タ取得が行われてきた[1]が，一部の遷移金属については，ISA との錯生成に関する調査が進められていない

ため，ISA 共存下における核種移行挙動を評価するうえで不確実性が存在する。そこで本研究では，報告例

の少ないパラジウム(Pd)に着眼し，ISA 濃度が Pd 溶解度に及ぼす影響を実験的に調査した。前報[2]では，イ

オン強度 0.1 mol/dm3 における試験を実施し，pH 12.5 では ISA 濃度の影響は確認できず，pH 8.5, 10.0 では，

ISA 濃度の上昇に伴う Pd 溶解度の上昇が確認された。本報では，イオン強度影響を確認するために，イオン

強度 0.6 mol/dm3 における試験を実施し，pH 8.5, 10.0 での溶解度データを取得した結果について報告する。 

2. 実験 

イオン強度 0.6 mol/dm3, Pd 濃度 3×10−3 mol/dm3 の溶液に，NaOH を加えて pH を 8.5, 10.0 に調整し， 2 週

間静置して Pd の沈殿を生成させた。この懸濁液に，別途調製したイソサッカリン酸ナトリウム母溶液を添加

し，試料溶液中の ISA 濃度を約 5×10−4 ~ 1×10−2 mol/dm3 の濃度範囲に調整した。試料溶液を所定の期間(最大

9 週間)静置した後，液相を分取し，孔径 0.45 µm (MB)または分画分子量 104 (10 kDa, UF)のフィルターを用い

て，ろ過した。ろ液中の全 Pd 濃度([Pd]T)は誘導結合プラズマ質量分析法(ICP-MS)で，ISA 濃度([ISA]aq)は不揮

発性有機炭素(NPOC)法で測定した。定量分析以外の操作は，すべて窒素雰囲気中で実施した。 

3. 結果と考察 

溶解平衡に到達した 9 週間後の[Pd]T の[ISA]aq 依存性を図 1 に示

す。ろ過に用いたフィルター孔径(0.45 µm, 10 kDa)に関して，[Pd]Tに

有意な差異が確認できなかった。これは，10 kDa(約 3 nm に相当)か

ら 0.45 µm の大きさにおけるコロイド粒子が形成されていないこと

を示す。さらに，[Pd]Tは[ISA]aq の増大に伴い傾き約 1 で上昇し，Pd

と ISA が 1:1 で錯生成している可能性が高いことが分かった。これ

に基づき，イオン強度 0.6 mol/dm3 における Pd と ISA の見かけの平

衡定数の算出を試みた。 
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図 1．[Pd]Tの[ISA]aq 依存性． 
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